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アラビア語版 『アリス トテレスの神学』第七章

岩見 隆 ・大川 京 ・木下雄介                    訳

       高 田康一・・堀江 聡

はじめに

 前 回 に 引 き つ づ き ， 『ア リ ス トテ レ ス の 神 学 』(Uthulujiya Aristatalis)

を ア ラ ビ ア 語 原 文 か ら 訳 出 す る。 こ の 翻 訳 は1996年 度 か ら継 続 して い る

慶 應 義 塾 大 学 言 語 文 化 研 究 所 ・共 同 研 究(B)方 式 「イ ス ラ ー ム 古 典 期 哲

学 文 献 の 研 究 」 の 成 果 の 一 部 で あ る。ω

 以 下 の ア ラ ビ ア 語 テ ク ス トを 用 い ， 底 本 に はPAlを 採 用 した 。

 `A.BADAWI (ed.)， Aflutin `inda al一`Arab：Plotinus apud Arabes，

Cairo，1955；2nd ed.，1966.(略 号PA  初 版 と第 二 版 を 区 別 す る場 合 は

PAI， PA2と す る)

 Fr. DIETEI21CI， Die sogenannte Theologie des Aristoteles， aus arabi-

schen Handschriften zum ersten Mal herausgegeben， Leipzig，1882.(略

(1)既 発表分 は以下 の通 り。

 第一章 『慶應義塾大学 日吉紀要 人文科学』第13号(1998，pp.123-141.)

 第二章 『慶應義塾大学言語文化研究所紀要』第30号(1998，pp.219-240.)

 第三章 『慶應義塾大学 日吉紀要 人文科学』第14号(1999，pp.55-69.)

 第 四章 ～第六章 『慶應 義塾 大学 言語文化研究所 紀要』 第31号(1999，pp.115-

 154.)

  なお， 第二章 の掲載誌 には， 堀江聡 「ア ラビア語版 『ア リス トテ レスの神

 学』研究展望」(pp.201-217)も 発表 されている。 あわせて参照 されたい。



              ア ラ ビァ語 版 『ア リス トテ レス の神 学 』 第 七 章 93

号D)

 以 下 の ヨ ー ロ ッパ 語 訳 と 『エ ン ネ ア デ ス 』 の ギ リ シ ア 語 テ ク ス トを 参 照、

し た 。

 Fr. DIETERICI， Die sogenannte Theologie des Aristoteles， aus dem

arabischen iibersetzt and mit Anmerkungen versehen， Leipzig，1883.

(ド イ ツ語 訳)

 Paul HENRY et Hans-Rudolf SCHWYZER(ed.)，Plotini Opera， t. II：En-

neades IV-V， Plotiniana arabica ad codicum fidem anglice vertit Geof

Prey Lewis， Paris/Bruxelles，1959.(英 語 訳 お よ び 『エ ン ネ ア デ ス 』 の 原

文)

 Pseudo-ARIsT6TELEs， Tθ010gfα ， traducci6n del arabe， introducci6n y

notas：Luciano Rubio， Madrid，1978.(ス ペ イ ン語 訳)

 段 落 分 け は ， 原 則 と し てPAお よ びDの も の を 踏 襲 し た 。 行 頭 に[56：

04]の よ う に あ る の は ，PA1の 頁 数 と 行 の 位 置 で あ る 。 ま た 『エ ン ネ ア

デ ス 』 と の 対 応 関 係 を 本 稿 末 尾 の 対 照 表 に ま と め た が ， こ れ は ル イ ス訳 に

依 拠 して い る 。
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慈悲深 く慈愛あ まね き神の御名 にお いて

神学 の書 第七章(2)

高貴なる魂について

 [84：05]1我 々は述べるが，高貴な主人たる魂は，己れの高次の世界を

捨て， この低次の世界に降りてはきたが，それは己れの可能性と己れの高

次の力に応 じて，自分よりも後にある存在に形相を与え統御するたあにし

たことである。sこ の世界に形相を与え統御 した後， この世界を離脱 して

すみやかに己れの世界に戻 るなら， この世界への降下 は少 しも魂をそこな

わず，かえって魂は降下から利益を得ることになる。というのも魂はかの

事物(3)の認識をこの世界か ら獲得 し，その本性が何であるかを知るか ら

であるが，その前に魂 は己れの諸力をこの世界にすっか り注ぎこみ，知性

的な世界にいるときの魂にそなわっていた，もろもろの静止 した高貴な働

きと活動を目のあたりに見ている。(4)3そこで， もし魂がその諸活動を顕わ

すことも，その諸力を注 ぎこむこともな く，それらが眼に映 じるようにも

していなかったなら，それら諸力および諸活動は，魂のなかにあって無為

② 本 章 は 『エ ンネ ア デ ス』 の 第IV論 集 第 八 論 文 「魂 の 肉体 へ の降 下 に っ い て」

 第 五 章 ～ 第 八 章 に相 当 す る。 な お， 原 文 に はal-mimar al-sabi`min kitab

 uthulujiya(wa-huwa al-gavel`ala al-rububiyah)fi al-nafs al-sharifah)

 とあ り， この 表 題 を 逐 語 的 に訳 せ ば ， 『テ オ ロ ギ ア の書(す な わ ち神 学 論)そ

 の 第 七 章一 高 貴 な る魂 にっ いて 』 の よ うに な る。

(3)「 か の 事 物 」 一 原語 はal-shay'で あ り， デ ィ ー テ リチ も ル ビオ も 「事 物 」

 と して い る。 ル イ ス は 『エ ンネ ア デ ス』 に 合 わ せ てal-sharrと 読 ん だ の か，

 これ を 「悪(evil)」 と訳 して い る。
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にとどまり，魂は，堅固で見事な， もろもろの徳 と活動を忘れているであ

ろう，なにしろ，それらは隠れており顕在 してはいな いのであ るか ら。

4もしこれがこの通 りであったな ら，魂の力は認識 されず，その高貴さも

認識 されない，っまり活動とは，隠れた力をその顕現によって知 らしめす

ことにほかならない。 もし魂の力が隠れていて顕われなければ，その力は

衰滅 し，まったく存在 しなかったかのごとくになるであろう。

 [84：15]5こ れが この通 りである証拠は被造物である， というのも被造

物が美 しく，輝かしく，彩 りゆたかで見事な，眼に映 じるものになると，

それを眺めるのが聡明な者であれば，被造物の外面の装飾に驚 くことなく，

その内部を眺めてそれを創造 し創出 した者に驚 く。疑 いもな く，それを

創 った者は美 と輝 きのきわみにあり，その力には限りがない，なに しろそ

の者は美 とうるわしさと完全 さに満ちた，かくのごとき活動を行なったの

であるから。`も し創造主が一 威なるかな，力なるかな  [85]諸事物

を創出せずに，ただ独存 しているだけであったなら，諸事物は隠れたまま

であり，その美 しさも輝 きも，顕 らかな判然たるものにはなっていなかっ

たであろう。 もしこの一なる存在が，己れ自身のうちに立ちどまり，その

力 と活動 と光を手放さずにいたなら，永続する諸存在に属するものも，変

化する可滅的な諸存在に属するものも何ひとっ存在することなく，一者か

ら創出された諸事物の多性 もそれが現にあるようになることなく，またも

ろもろの原因がその結果を生みだすことも，その結果をして生成 と諸存在

に至 る途を辿 らせることもなかったであろう。7それゆえ，永続的なもの

も，生成 と衰滅のもとに在 る可滅的なものも存在 していないのであれば，

第一の一者は真の原因ではないことになる。その原因が真の原因であり，

(4)「 目のあた りに見 る」一 第VI形 動詞tara'atを 他動詞 と解 する。 PAの 母音

 符号 は 「働 き と活動」 を主格 に して いるので， 「知性的 な世界 にいる ときの魂

 にそなわっていた， もろ もろの静止 した高貴 な働 き と活動 が明 らかに現 われ る

 ので ある」 となるが， この場 合， 動詞tara'atは 自動詞 として機能 している こ

 とになる。 なお異読S(Aya Sofya 245Z Istanbul)に は第1形 の他動詞 で

 ra'at(見 る)と ある。
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真 の 光 で あ り， 真 の善 で あ りな が ら， 諸事 物 が 存 在 しな いな ど と い う こ と

が ， ど う して あ りえ よ う。

 [85：08]8し たが って 第 一 の一 者 が こ の よ うで あ るな ら， す な わ ち 真 の

原 因 で あ るな ら， そ の結 果 も真 の結 果 で あ り， また 第 一 の 一 者 が 真 の 光 で

あ るな ら， そ の光 を受 け い れ る もの も真 の受 容 者 で あ る。 そ して そ れ が 真

の 善 で あ って， しか も善 が溢 出 す る もの で あ るな ら， 溢 出 を受 け る もの も

ま た真 理 で あ る。9そ れ ゆ え ， これ が この 通 りで あ り， ど う して も創 造 主

が 独 存 した ま ま で は い られ ず， そ の光 を受 け いれ る高貴 な もの ， す な わ ち

知 性 を創 造 せ ず に はい られ な い の で あ るな ら， 同 様 に して 知 性 も また ， 独

存 す るば か りで， そ の活 動 と高 貴 な 力 と燦 々 た る光 を 受 け い れ る もの を 何

も形 づ く らな い ま ま で は い られ ず ， そ こで魂 が 形 づ く られ るQI。 ま た 同 様

に して， 魂 が か の知 性 的 な高 次 世 界 に 独 存 す るば か りで ， そ の 諸 刻 印 を 受

け い れ る もの が何 もな い とい うわ け に はい か な い。 だ か ら こそ魂 は低 次 の

世 界 に 降 り きた り， そ の もろ もろ の活 動 とそ の気 高 い 力 が 顕 わ れ るよ うに

した の で あ る。 これ は， お よ そ あ らゆ る本 性 に と って 必 然 的 な こ とで あ り，

本 性 が そ の 諸 活 動 を行 な い， 己 れ の 下 に あ る事 物 に 刻 印 を 与 え る と， そ の

事 物 は， 己 れ の す ぐ上方 に あ る もの か ら作 用 を こ うむ り刻 印 を 受 けい れ る

よ うに な る。 っ ま り， よ り高 い もの が よ り低 い もの に刻 印 を与 え る の で

あ って ，IIい か な る知 性 的 な もの も， ま た 自然 的 な もの も， 己れ 自身 の う

ち に立 ち ど ま って活 動 の 途 を辿 らず にい るな ら， か な らず ， そ れ は万 物 の

な か で も っ と も脆 弱 な もの に な って しま い，[86]そ の 活 動 は ほ とん ど 目 に

っ か な い 。(5)

 [86：01]13自 然 の諸 事 物 が立 ち どま って い て， 活 動(6)の 途 を 辿 らず に い

るの が不 可 能 で あ る こ との証 拠 は， 土 中 に蒔 か れ る種 子 で あ る。 と い うの

も種子 は， あ た か も物 に あ らざ る霊 的 な もの の よ うに ， 広 が り も重 さ も も

(5)PAは この ま ま次 の文 につ づ い て い る が， Dに な ら って，

 る。

(6)「 活動(al-fii`1)」 一 異 読 「知 性(al一`aq1)」(H， S)。

ここで段落を分 け
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た な い 一一っ の 場 と して始 ま り， ：jたえず 活 動(7)の 途 を辿 りつ づ け， つ い に

は己 れ 自身 か ら脱 け 出 る。 つ ま り種 子 は己 れ の 活 動 を 行 な い， 己れ の形 相

を 形 づ くるが ， そ の 形 相 の な か に在 って ， 種 子 は己 れ 自身 に立 ち帰 り， い

くた び も， そ の形 相 と同 じ よ うな も の を作 り(8)っ づ け る。 と い うの は，

密 着 して離 れ な い 高次 の能 動 的 ロ ゴ スが 種 子 の な か にあ るか らで あ り， た

だ しそ の ロ ゴ ス は隠 れ て い て我 々 の 眼 に は映 じな い。cqそ れ で 種 子 が そ の

活 動 を 行 な い ， 我 々 の 眼 に 映 じる よ う にな る と， そ の 大 い な る驚 くべ き力

が 明 らか にな るが ， そ の 力 は， ど う して も， 己れ 自身 の うち に立 ち ど ま っ

て い るわ け に も， 生 成 と活 動 の 途 を 辿 らず に い るわ け に もいか な い。 した

が って 当 然 の こ とな が ら， 大 い な る知 性 的 諸 事 物 は， ど う して も， 立 ち ど

ま った ま まそ の 力 と諸 刻 印 を 引 き と どあ ， そ れ らを 己れ 自身 の うち に封 じ

こ め て い る わ け に は い か な い の で あ る。 っ ね に活 動(9)を つ づ け るな ら，

か な らず ， そ の 諸 刻 印 を か す か に しか 受 け いれ られ な い もの に行 きっ き，

そ れ が 能 動 者 の 刻 印 を ほ とん ど受 け いれ な いた め に， 別 の もの に刻 印 を与

え る こ と にな る。

 [86：12]='そ こで， これ が この通 りで あ る と して我 々 は述 べ るが， 魂 は

そ の 高 貴 な 高 次 の 力 に よ って ，(is)その 力 を この 世 界 全 体 に 溢 出 す るの で

あ り， 物 的 諸 事 物 は， 運 動 す る もの で あ ろ う とな か ろ うと， どれ 一 っ と し

て， 魂 の 力 を欠 い て い た り， 魂 の 善 な る本 性 の 外 に あ った りす る こ と は な

い 。 各 々 す べ て の 物 が 魂 の 力 と善 を ， そ の 力 と善 を 受 け いれ る 己れ の力 の

か ぎ りに お い て獲 得 す る の で あ る。r6そ こで我 々 は述 べ る が， 魂 が 刻 印 す

る最 初 の 刻 印 ， そ れ を 魂 が 質 料 の な か に刻 印 す るの は， 質 料 が 感 覚 的 諸 事

物 の な か で 最 初 の もの で あ るか らに ほか な らな い。 質 料 は感 覚 的 諸 事 物 の

(7)「 活 動(al-fi`1)」 一 異 読 「知 性(a1一`aql)」(H)。

(8)「 そ の形 相 に似 た もの を … …作 り (yaf`ala mithla tilka al-surah)」 一 動

 詞fa`ala(行 な う， 作 用 す る)を ， ここで は と くに 「作 る」 の意 に解 す る。

(9)「 活 動(al-fi`1)」 一 異 読 「知 性(al一`aql)」(H)。

(10)PA1とDのbi-quwati-hiを ， PA2に よ りbi-quwati-haと 訂 正 す る。
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なかで最初のものであるから，必然的にまず質料が魂から善を一 善 とは

っまり形相のこと一 獲得 し，それから，感覚的諸事物の一っひとっが，

善を受けいれる己れの力に応 じて，その善を獲得することになる。

 [86：19]17ま た我々は述べるが， 質料が魂か ら形相を受けいれると， 自

然が生 じ，すると魂は否応もなく，その自然に形相を与え，[87]自 然が生

成を受 けいれるよ うにする。自然が生成 を受 けいれるようになるのは，

もっぱら，自然のなかにもたらされた魂的な力と高次の諸原因のためであ

る。IBそして知性の活動は，自然すなわち生成の端緒において立ちどまる。

したがって生成は，形相を与える知性的な諸原因の最後であるとともに，

生成をもたらす諸原因の最初でもあるのであり，諸実体に形相を与える能

動的諸原因が，自然に行 きっ く前に立ちどまるので あ って はな らな い。

r9これがこの通 りであるのは
， もっぱ ら第一原因ゆえのことであり， 第一

原因は，知性的な諸存在を，生成 と衰滅のもとに在 る偶有的な諸形相に形

相を与える能動的な原因にするのである。2。ところで感覚的な世界は，知

性的な世界 とそこにある知性的な諸実体の しるしであるにすぎず，それら

知性的な諸実体の大いなる諸力と気高い徳 そ して沸きかえり泡立っその

善を明示するものにすぎない。

 [87：08]21ま た我々は述べるが，知性的な諸事物は感覚的な諸事物に結

びっいているが，第一創造主 は，知性的諸事物にも感覚的諸事物にも結び

っいてはいない，かえって第一創造主は一切の事物を把持する者なのであ

る。ただし，知性的な諸事物が，第一の存在から媒介なしに創出されるが

ゆえに隠れた存在であるのに対して，感覚的な諸事物は，隠れた諸存在の

摸像であり似姿であるがゆえに可滅的な存在であり，その感覚的な諸事物

が生成 と生殖によって存立 し持続するのは，もっぱら，確固とした永続的

な知性的諸事物の摸倣 として残存 し存続するたあにすることなのである。

 [87：13]22ま た我々は述べるが， 本性には， 知性的なものと感覚的なも

のの二種類がある。 ところで魂 は，知性的な世界にあるときは卓越した高

貴 なものであるが，低次の世界 にあるときは，魂が入 りこんだその身体
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〔物体〕のたあに，卑 しく劣 ったものになる。zj知性的なものであり知性

的な世界に属 してはいても，魂はどうしても感覚的な世界から何 らかのも

のを獲得 し，そこに入 りこんでしまう， というのも魂の本性は，知性的な

世界 と感覚的な世界の両方 に結びっいているか らである。24それゆえ，知

性的な世界を捨ててこの世界にあるからといって，魂が批難 され，咎めら

れてはならない，なぜなら魂はその二つの世界のまさしく中間に置かれて

いるか らである。zs魂が このような状態になったのは，たとえ高貴で神的

なあれら諸実体に属 してはいても，魂がそれら諸実体のなかの最後のもの

であり， しかも自然的感覚的な諸実体の最初のものでもあるからにほかな

らない[88]。 したがって魂は， 自然的感覚的な世界の間近に来ると， どう

しても，己れの諸徳をこの世界に放出し，それらをこの世界に溢出せずに

はいられない。z6それゆえ魂の諸力がこの世界に溢出 して，この世界を究

極の装飾で飾 りたてることになるが，往々にして魂はこの世界の卑賤さを

獲得 してしまう。そうならないたあには，警戒を怠ることなく， この世界

の低劣な批難さるべき諸状態がいささかたりとも混入 してこないように用

心 しなければならない。

 [88：05]27ま た我々は述べるが， 魂は， 否応 もな くその諸力をこの感覚

的な世界に溢出し， この世界を飾 らずにはいられなくなると， この世界の

外面を飾 るだけでは足 りずにその内部に現われ，諸力およびもろもろの能

動的ロゴスを刻印するが，それらのものは諸事物の認識をもとある人が途

方に暮れるような，言葉では描 きっ くせないものである。z8これがこの通

りであること，すなわち諸物の外面より，むしろその内部を魂が飾 ること

の証拠は，魂が諸物の外面ではなくその内部に宿ることである。 これを確

証するのは， もっぱら魂が外からではなく内側からその諸活動を顕わすこ

とであり，つまり， しばしば我々が目にするように，植物にせよ，他の生

長する生物にせよ，外面には美 も輝きもないのに，その内側からは，たち

まちにして，美 しく輝かしい色彩が，芳 しい香 りが，驚 くべき果実が現わ

れ出るのである。29したが って， もし魂が自然の諸物のなかに入 りこみ，
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それら諸物に，多 くの活動を行なう驚 くべき諸刻印を  すなわち本性を

  つねに刻印 しっづけるのでないな らば，その物はすみやかに滅び消え

去り，現にそうあるように存続 し実をむすびはしないであろう。3。つまり

魂 は，物体の輝 きを見て，それを飾 り， そのなかに本性を刻印すると，ω)

己れの高貴な諸力をその物体に溢出 してもろもろの能動的ロゴスを物体の

なかに入 りこませ，その能動的ロゴスに驚 くべき活動を行なわせるのであ

り，それが眺ある者の注意を惹 くのである。

 [88：17]3'ま た我々は述べるが， 魂は， たとえ物のなかに入 りこんでは

いても，その物から脱 けだ し，その物を後 にして己れの知性的な高次世界

に赴 き，二っの世界を比較することはできる。それで二っの世界とそのも

ろもろの美点を比較するなら，(12)魂はかの世界の卓越性を経験によって

知 るわけであるから， もろもろの高貴な高次の美点とかの世界のこの世界

に対する優越性を正 しく認識す るようになる。3=つまり魂が，脆弱な本性

でありながらも，[89]か の事物を経験 し，経験 によってそれを認識するな

ら，それもまた魂の善の認識を知識 と明証性において増大させることの一

っなのであって，経験ではな く知識だけによってかの事物を知るよりも，

その方がよいことなのである。(13)

(11)PAとDのwa-dhalika anna a1-nafs lamma ra'at baha'a1-jism

 wa-zinah-hu wa-athar al-tabi`ah fi-hi(魂 は， 物 体 の 輝 き， そ の 装 飾 ， そ の

 な か に あ る本 性 を 見 る と)を ，wa-zayyanat-hu wa-aththaratの よ うに読 む。

(吻 「比 較 す る(こ と)」  原 文 の 第 皿形 動 詞qarranaと そ の 動 名 詞taqrin

 を， と りあ え ず 第 皿形garanaと 同 様 の意 味 に解 して お く。 な お ， ル イ ス は

 「集 め る， 合 わ せ る(set together)」 と訳 して い る。

㈲ 「か の事 物 」 一 原 語 はal-shay'， 。 ル イ ス は異 読Sに よ って 「悪(evi1)」 と

 訳 して い る。 バ ダ ウ ィー版 の校 註 に 見 られ る この 異 読 は， か な り文 が 乱 れ て い

 る が ， お お む ね 次 の よ う に読 め る。 「つ ま り世 界[知 る 者]が 脆 弱 な 本 性 で

 あ っ て も， 人 が悪 を経 験 し， 経 験 に よ って そ れ を 認 識 す るな ら， そ れ も また そ

 の人 の善 の認 識 を知 識 と明証 性 に お い て増 大 さ せ る こ との 一 っ な の で あ って ，

 経 験 で は な く知 識 だ け に よ っ て 悪 を 知 る よ り も， そ の 方 が よ い の で あ る

 (idha kana al一`clam[al一`alim?]da`if al-tabi`ah fa-man jarraba al-sharr
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 [89：03]33ま た 我 々 は述 べ るが ， 知性 は， 己 れ の な か に あ る完 全 な力(14)

と溢 出 す る光 の た め に， 己れ 自身 の うち に立 ち ど ま って は い られ ず に， ど

う して も運 動 して 上 方 あ る い は下 方 に赴 くこ と に な るが ， 上 方 へ 赴 いて 己

れ の 上 に あ る もの に そ の光 を溢 出す る こ と はで き な い， と い う の は知 性 の

上 に， そ の光 を溢 出 して や る よ うな被 造 物 は一 っ もな いか らで あ り， それ

は ま た知 性 の上 に あ る のが ， 他 な らぬ第 一・創 造 者 で あ るか らで あ る。 それ

ゆ え 知 性 は， 第 一 創 造 者 が 知 性 の なか に据 え た不 可 避 の法 則 に よ って 下 方

へ 赴 き， っ い に魂 に行 きつ くまで ， そ の光 と力 を 己れ の下 に あ る諸 事 物 に

溢 出 しっ づ け るが ， さて 魂 に行 きつ くと知 性 は立 ち ど ま り， 魂 を 越 え て 行

き は しな い， と い うの も魂 は， 我 々が 幾 度 も述 べ た よ う に， 知 性 的 な世 界

の 最 後 の も の な の で あ る。(15)34そ れ で 知 性 は， この 世 界 に 降 下 して つ い

に魂 の と こ ろ に赴 き， それ が 刻 印 す る と こ ろ の もの を魂 に刻 印 す る と， 諸

活 動 の 一 切 を魂 に ゆ だね て ふ た た び帰 還 す るが ， 上 方 に昇 って っ い に第 一

原 因 に到 達 す る と，35そ こで立 ち どま り， 下 方 へ は降 下 しな い， と い うの

も知 性 は， そ こ に滞 在 し， それ に  す な わ ち第 一 原 因 に一 一結 びつ い て

い る方 が ， よ り優 れ て お り， 光 や 力 お よ び そ の他 の諸 徳 か ら受 け る利 益 が

よ り多 い こ と を，(16)経験 的 に知 って い るか らで あ る。(17)

 wa一`alima-hu bi-1-tajribah， fa-inna dhalika mimma yazidu-hu bi-ma`rifah

 al-khayr`ilman wa-bayanan min an yakuna ya`lama al-sharr`ilman

 fagatt la bi-1-tajribah)」 。 な お本 章 §2を 参 照 。

(1の 「完 全 な力(al-quwah al-tammah)」 一 異 読 「確 固 と した力(al-quwah

 al-thabitah)」(H， S)。

(15)PAとDは こ こで 改 行 して段 落 を分 け て い る。 訳 文 に は うま く反 映 さ せ る こ

 と が で き な か った が， 原 文 の文 章 構 成 は， §33冒 頭 のwa-naqul：kama anna

 al一`aql一.(ま た我 々 は述 べ るが， ち ょう ど知 性 が … … で あ る よ う に)か ら §35

 の末 尾 に至 る部 分 の記 述 を受 け て， §36のka-dhalika al-nafs...(そ れ と同

 じよ うに魂 は … …)以 下 が述 べ られ る とい う形 に な って い る。 そ こ で， §33-

 38に つ いて は，PAお よ びDに お け る段 落 の切 れ 目(§33/§34-38)を 移

 動 させ ， §33-35と §36-38に 分 け る。

(16)「 よ り優 れ て お り， 光 や 力 お よ び そ の 他 の 諸 徳 か ら受 け る利 益 が よ り多 い 」

   原 語 はafdal wa・akthar fa'idatan min al-nur wa-1-quwah wa-sa・ir
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 [89：12]；6そ れ と同 じよ うに， 魂 もまた ， 光 や 力 お よ びそ の 他 の 諸 徳 に

満 た さ れ る と， 己 れ 自身 の うち に立 ち どま った ま ま で はい られ な いが ， そ

の 原 因 は， 魂 の な か の そ れ ら諸 徳 が， 魂 を して活 動 を 欲 求 せ しめ るか らで

あ る。37す る と魂 は， 上 方 へ は赴 か ず に下 方 へ 赴 く， と い うの も知 性 は，

魂 の諸 徳 の原 因 で あ るか ら， 魂 の諸 徳 は何 ひ とっ 必 要 と しな い。 魂 は上 方

へ は赴 け な い の で下 方 へ赴 き， 己 れ の 光 お よび そ の 他 の 諸 徳 を ， 己れ の 下

に あ るす べ て の もの に 溢 出 し， こ の世 界 を 光 と美 と輝 きで 満 たす 。 ；8そこ

で魂 は， そ れ が 刻 印 す る と ころ の もの を この 感 覚 的 な 世 界 に刻 印 す る と，

後 戻 り して 己 れ の 知性 的 な世 界 に 帰 り， 知 性 的 な 世 界 に しが み っ き結 びっ

き， 知性 的 な世 界 が感 覚 的 な世 界 よ り も気 高 く高 貴 で あ る こ と を， ま った

く疑 念 を と もな わ な い 知 に よ って 知 り， いつ まで も知 性 的 な世 界 を眺 めっ

づ け るの で あ り， この 世 界 に帰 りた い と は け っ して 思 わ な い。

 [90：01]39ま た我 々 は述 べ るが ， 魂 は これ らの 劣 っ た感 覚 的事 物 の な か

に入 る と， 力 の 弱 い ， 光 の 乏 しい諸 事 物 に行 きっ く。 つ ま り， この世 界 で

活 動 し， こ の世 界 に驚 くべ き諸 刻 印 を刻 印 す る と， 魂 は， そ の諸 刻 印 を手

放 して 速 や か に消 滅 させ て しま って は な らな い と思 う， とい うの も， そ れ

ら諸 刻 印 は画 像 で あ り， 画 像 と い う もの は， 描 き手 が 生 成(18)を 供 給 して

や らな けれ ば， 消 え 失 せ ， 滅 び， 掻 き消 え て しま うが， そ れ で は 画像 の う

る わ しさ は明 らか に な らず ， 無 意 味 に な り， ま た描 き手 の叡 智 と力 も明 白

に は な らな い。4。そ れ で， これ が この通 りで あ り， 他 な らぬ魂 が こ う い う

驚 くべ き刻 印 を この世 界 に刻 印 す る の で あ るか ら， 魂 は これ らの刻 印 が存

続 す る よ うにっ と め て い る の で あ る。 つ ま り魂 は， 己 れ の世 界 に 戻 って そ

の なか に入 る と， か の輝 き と光 と力 を視 つ め， そ の光 とそ の 力 を獲 得 して

 al-fada'ilだ が ， ル イ ス は これ を 「光 や 力 お よ び そ の 他 の 諸 徳 よ り も優 れ て お

 り， 有 益 で あ る(better and more advantageous...)」 と訳 して い る。

(1の 前 註15に 述 べ た理 由 に よ り，PAお よびDと は異 な る段 落 分 け を行 な う。

⑬ 「生 成(al-kawn)」 一 これ を ル イ ス とル ビオ はalwanと 読 んで い ら し く，

 「色 彩 」 と訳 して い る。
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この世 界 に投 じ， そ こに光 と生 命 と力 を供 給 す る。 これ が魂 の あ り方 で あ

り， この よ うに して魂 は この世 界 の あ り方 を統 御 し， この世 界 に結 び つ い

て い る ので あ る。

 [90：09]41我 々 は， この こ と にか ん す る我 々の 見 解 を説 明 し， そ れ を 確

証 し報 告 した い。 そ こで我 々 は述 べ るが， 魂 は， この感 覚 的 な 低 次 の世 界

にす っか り降 下 して しま う こ とは な い， 全 体 的 な魂 も我 々 の魂 もそ う はな

らず ， 魂 に属 す る何 か が知 性 的 な世 界 を去 らず に そ こ に残 って い る， とい

うの も事 物 は， そ れ が滅 び て 己 れ 自身 の外 に 出 て ゆ くの で な けれ ば， 己 れ

の世 界 か ら完 全 に去 る こ とは あ りえ な い。 した が って魂 は， た とえ この世

界 に降 下 して も， 己 れ の世 界 に結 び っ い て い るの で あ って， な ぜ な ら魂 に

は， か し こに い な が ら， この世 界 か らい な くな って も いな い， と い う こ と

が あ り うる の で あ る。

 [90：14]42そ こで 誰 か が こ う，言 った とす る。 それ で は なぜ 我 々 は， この

世 界 を感 じ と るよ うに， か の世 界 を感 じ と り は しな いの か 。一 我 々 は こ

う述 べ る と しよ う。 そ れ は感 覚 的 な世 界 が我 々 を 圧 倒 し， 我 々の 魂 が この

世 界 の 批 難 さ るべ き(19)欲 望 に満 た さ れ ， 我 々 の耳 が， この 世 界 に あ る夥

しい 喧騒 と叫 喚 に 満 た され て い るか らで あ り， お か げで 我 々 は， か の知 性

的 な世 界 を感 じ と る こ と も， 魂 が か の世 界 か ら我 々 に も た らす もの を知 る

こ と もな い の で あ る。43我 々 が ， 知 性 的 な世 界 と魂 が そ の世 界 か ら我 々 に

もた らす もの を感 じる こ とが で き るの は， 我 々が こ の世 界 の上 に昇 って こ

の世 界 の低 劣 な欲 望 を捨 て去 り， この世 界 の 諸 状 態 の いか な る も の に もか

か ず らわ ず に い る， そ うい う と きで しか な い。44そ れ で我 々 は， か の世 界

とか の世 界 か ら我 々 の 上 に降下 して くる もの を ， 魂 を介 して 感 じる こ とが

で き るの で あ るが[91]， 魂 の ど こか の 部 分 に存 す る もの を， それ が 魂 全 体

に行 きわ た る前 に感 じる こ と はで きな い。 これ は欲 望 が そ うで あ る の と同

(19)「 批 難 さ るべ き」一PAIのal-madmumahを ， DとPA2に よ りal-madhmumah

 に訂 正 す る。
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じことであり， というのも我々は，欲望が魂の欲望的な力のなかに確固と

してとどまっているかぎり，欲望を感 じることができないが，それが感覚

的な力や思考および思念の力のもとに赴 くとその欲望を感 じとる， ところ

が， この二つの力のなかにそれが入 ってくる前は，たとえそこに久 しくと

どまっていても，その欲望を我々は感 じとらずにいるのである。

 [91：05]45ま た我々は述べるが， およそあ らゆる魂に，下方において物

に繋がり，上方においては知性 に繋がる何かがそなわ っている。46全体的

な魂は，その力の一部によって，何の苦労 も努力 もなしに全体的な物を統

御 しており， というのも，それを全体的な魂は，我々の魂が我々の肉体を

統御するように思考によって統御するのではなく， もっぱら全体的知性的

に統御するのであって，思考 も熟慮もしてはいない 470 全体的な魂がそれ

を熟慮によることなく統御するようになるのは，それが全体的な物であっ

て，そこにいかなる多様性 も含まれてはおらず，その部分がその全体に類

似 しているからにほかならない。全体的な魂は，多様な混合体を統御 して

いるのではなく，また類同的ではないたあに多様な統御を要する諸器官を

統御 しているのでもない。全体的な物は，連続的で，諸器官の類同的な一

っの物であり，そこにいかなる多様性 も含まれない一つの本性なのである。

48___.方， これらの個別的な肉体のなかにある個別的な魂は， これもまた高

貴なものであり，高貴な統御によって肉体を統御するが，ただしもっぱら

苦労 し努力 しながら肉体を統御 しているのである， というのも個別的な魂

はもっぱら思考 と熟慮によって肉体を統御 しているのであるから。その個

別的な魂が熟慮 し思考するようになるのは，感覚が，魂をして感覚的な諸

事物を眺あることにかかず らわせ，また感覚が魂にもたらす本性から外れ

た諸事物によって，苦痛や悲歎を魂のなかに入 りこませるからにほかなら

ない。49するとこれらの事物が， 魂を無頓着にし空想にふけらせ， 魂を妨

げて，その視線を己れ自身に，知性的な世界に残存する己れの一部分に投

げかけることができないようにする。つまり，批難さるべき欲望や低劣な

快楽のような，低劣な物事が魂を圧倒 しているのである。魂は己れの永続
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的な事柄を捨て去 り，それらを捨てることによってこの感覚的な世界のも

ろもろの快楽を獲得 しようとするが，その魂は，真の快楽であるあの快楽

から自分が遠ざかっていることを知 らずにいる，というのも魂は，存続 も

恒常性 もまったくもたない可滅的な快楽のもとに赴いているか らである。

5。そこで もし魂に，感覚 と可滅的な感覚的諸事物を捨て去 ることが可能で

あり，魂がそれら諸事物にしがみついていなかったなら，魂はこの肉体を，

いともたやすく，苦労 も努力 もなしに統御 し，全体的な魂に己れを似せ，

全体的な魂 と同じように振る舞い統御するようになるのであり，その両者

のあいだに懸隔 も対立 もありはしないのである。

いと高き神の助力により第七章完了する
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「神学の書亅/「 エ ンネ アデ ス亅 対照表(20)

1 ：5，2427

5 ：5，3537

9： φ

13：6，9-0

・7：φ

21：6 ，2528

25：7，68

29： φ

33：7，17-18

37： φ

41：8，1-3

45：8，11-13

49：8，22

z ：5，27-31

6：6，1-5

ro：6，6-8

c4：6，11-4

18： φ

z2：7，1-2

26：7，8-9

30： φ

34：7，2122

38：7，26-28

42：8，3-6

46：8，13-15

50：8，22-23

3 ：5，31-33

7： φ

・1：φ

r5：6，14-18

・g：φ

23：7，3-4

27：7，10

31：7，11-14

35： φ

39： φ

43：8，6

47： φ

4：5，3235

8： φ

エ2：6，8-9

r6：6，18-20

so：6，2325

24：7，4一 一6

2$： φ

3Z：7，15-17

36：7，23

4。 ：φ

448，6-ll

48：8，16-20

⑳ た とえば最初の ・：5，24-27は， 第七章 の §1が ， おおむね， 『エ ンネアデ

 ス』第IV論 集第八論文第五章 の24行 目か ら27行 目に対応す ることを示す。


